
　出雲家庭医療学センターは出雲市民病院の若手医師が中心と
なって2004 年に設立し、家庭医療の実践、教育、研究を行ってき
ました。当センターの後期研修プログラムから、日本プライマリ・
ケア連合学会認定の家庭医療専門医を複数輩出しています。
　2010 年に新体制となって以降、大学・県立中央病院・浜田市
国保診療所群の家庭医療・総合診療の先生方と連携して専攻医
（2018 年からは総合診療専攻医）の育成を行い、毎年秋には専攻
医が中心となって学生向けワークショップも開催しています。
　県内での家庭医・総合診療専門医がもっと増える事で、島根県
の医療に貢献できるはずです。ぜひ私たちと一緒に家庭医療・総
合診療やりましょう！

出雲市民病院　
内科部長　
高橋 賢史 先生
[ 出雲市民病院 ]
〒693-0021 島根県出雲市塩冶町 1536-1

【日　　時】平成 29年 11月10日（金）18:30 ～ 20:30
【場　　所】出雲市内
【参加人数】20名（学生 4名）
【概　　要】浜田市関係者と、浜田市地域枠の学生と当講座の
職員との交流会が開催されました。

【日　　時】平成 29年 10月11日（水）18:00 ～ 20:00
【場　　所】出雲市内
【参加人数】15名（学生 5名）
【概　　要】益田市長をはじめ
とする益田市関係者が来雲さ
れ、益田市地域枠の学生と当
講座の職員との交流会が開催
されました。

1 月 22 日 ( 月 )12:00 ～ 12:30
ランチョンセミナー　
場所：みらい棟２F 共通カンファレンスⅠ
講師：原克典氏 ( 眼科学講座　助教 )

1 月 23 日 ( 火 )18:00 ～ 19:30
地域医療セミナー　
場所：みらい棟２F 共通カンファレンスⅠ
講師：森脇繁登氏
( 島大病院　リハビリテーション部　主任作業療法士 )

2 月 16 日 ( 金 )18:00 ～ 19:30
地域医療セミナー　
場所：講義棟１F 国際交流ラウンジ
講師：飯島献一氏 ( 津和野共存病院　副院長 )

2 月 9 日 ( 金 )15:00 ～ 10 日 ( 土 )15:00
第８回中四国地域医療フォーラム
場所：ホテルかめ福　山口県山口市湯田温泉 4-5

家庭医・総合診療専門医が増えると島根の医療が変わる！
　－出雲家庭医療学センターの家庭医育成－
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浜田市交流会を開催しました。 益田市交流会を開催しました。
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活動報告/地域医療支援学講座の主な取り組み報告

【リレートーク第22回】出雲市民病院　内科部長　高橋  賢史  氏
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島根大学と地域のかけ橋へ
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明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願い申し上げます。
早いもので今年度も残り数か月となりました。
寒い日が続きますが皆さまどうかお体には気を付けてお過ごしください。
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【日　　時】 平成 29 年 10月4日（水）
【参加学生】 9 名　
【場　　所】 医学部みらい棟 2F共通カンファレンスⅠ
【概　　要】 出雲、県央、浜田、隠岐島前等での夏季地域医療
実習の振り返り会を行いました。各圏域の魅力や課題につい
て熱心かつ真剣に話し合いました。学生さんは、自主的にその
圏域について学習
を深めていました。
また、現場に行って
みないとわからな
いとの意見が出て
いました。

社会医学は、医学をベースとして科学的なエビデンスを創出して社会に
適用し、地域・職域や国レベルの集団とシステムに働きかけ、健康な生
活・行動様式の推進、安全な環境の保持、医療提供システム等の構築に
貢献することにより、人々の健康増進、疾病の予防や回復、平均寿命や
健康寿命の延伸、安心と安全の保持の達成を目的にしています。社会医学のリーダとなる医師の水準を確保するために、
日本公衆衛生学会等8学会と日本医師会等7団体が連携して平成27年度より社会医学系専門医制度が発足しました。
島根県のプログラムである「ご縁の国　しまねプログラム」は全国で初めて承認され、平成 28年度には2名の専攻医が
学んでいます。興味のある方は、島根大学医学部（環境保健医学講座、地域医療政策学講座、地域医療支援学講座）また
は島根県健康福祉部健康総務課（0852-22-5249）に連絡してください。

フレキシブル実習報告会

【日　　時】 平成 29 年 11月25日（土）
【参加学生】 80 名　（学生参加 3名）　
【場　　所】 益田駅前ビルEAGA3F
【概　　要】 島根各地で活動中の、地域医療を守る住民組織
が一同に会し情報交換をした。住民の立場で病院の支援や患
者の支援、医師への感謝等活動を報告した。地域医療支援学
講座では、住民活動の現状や課題についてまとめ報告した。

地域医療を守る住民団体連絡会in益田 2017年度より社会医学系専門医制度が始まりました

【期　　間】 平成 29 年 9月25日（月）～ 10月27日（金）
【参加学生】 1 名　
【概　　要】 島根大学医学部では、3年次に医学生が研究参加
や、臨床見学を行うことができる講座配属を実施しています。
【学生の声】
保健所では感染症に対して現状把握とそれに対する対策をと
ることで感染拡大予防をしているということが分かりました。
予防の観点で医療を行うことが今後の社会でとても重要にな
り今後の課題であると知りました。
【実習協力機関】
出雲市民リハビリテーショ
ン病院、深田医院、斐川訪
問看護ステーションさく
ら、出雲保健所、出雲市消
防本部、附属病院地域医療
連携センター、附属病院
ほっとサロン

平成29年度講座配属
【日　　時】 平成 29 年 12月3日（日）10:25 ～ 15:00
【場　　所】 医学部講義棟 1F国際交流ラウンジ
【講　　師】 島根県内の指導医
【概　　要】 総合診療専攻医、総合診療専門医を目指す先生
方にお集まりいただき、「平成 29 年度島根県総合診療専攻
医の集い」を開催しました。出雲市民病院の高橋賢史先生を
中心に、ロールプレイやクリニカルジャズを行いました。
　総合診療専攻医及び初期研修医の先生方も今後のブラッ
シュアップの機会になったのではないでしょうか。

専攻医のつどい

【期　　間】 平成 29年 10月28日（土）14:00 ～ 17:30
【場　　所】 医学部みらい棟 4F 「ギャラクシー」
【講　　師】  島根県立中央病院  総合診療科  上野　伸行 先生
【概　　要】 医学生及び研修医の先
生方を対象に「第 14回総合診療ワー
クショップ」を開催しました。島根県
立中央病院の上野先生を中心に「あ
なたが診たいのは疾患？・人？・そ
れとも地域？」というテーマをもとに、
1部は「鑑別診断」について、2部は
「患者に寄り添う意思決定」について、
ロールプレイを交えて行われました。

第14回総合診療ワークショップ

【日　　時】 平成 29 年 12月5日（火）18:00 ～ 19:00
【場　　所】 医学部みらい棟2F共通カンファレンスⅠ
【参加人数】 15 名
【概　　要】 専門医制度の説明、大学、行政等で社会医学系専
門医の活躍ぶりが報告されました。そのあと意見交換が行わ
れました。 次回は 2018 年 7月ごろに開催する予定です。

第１回社会医学系専門医説明会

【期　　間】  平成29年11月20日（月）
【参加学生】 8 名
【場　　所】 医学部みらい棟 
　　　　　  みらいラウンジ
【概　　要】スウェーデンのルンド大
学教授で、家庭医療専門医のマルガ

リータ・トウェイン先生をお招きして、ワークライフバランス
についてのランチョンセミナーを行いました。学生の皆さん
が、スウェーデンの医療やワークライフバランスの考え方につ
いて、積極的に発言、質問されていました。

マルガリータ先生を囲んでのランチョンセミナー
【日　　時】 平成 29 年 12月13日（水）
【参  加  者】 女子学生 3名　女性医師 3 名
【場　　所】 医学部みらい棟 2F 共通カンファレンスⅠ
【概　　要】 医師・医学生とで、キャリア・カフェを行いました。
「キャリアを継続するために心がけていること」「学生さんが
疑問に思っていること」など、
アットホームな雰囲気で話が
盛り上がりました。参加学生
さんは、女性医師と面識をも
つ機会となりました。

Career Café for Doctors

10/27
【テーマ】コミュニケーション・摂食嚥下について考えてみよう
　　　  ～言語聴覚士の仕事～
【日　時】 平成 29年 10月27日（木）18：00～ 19：30
【場　所】 みらい棟 2F共通カンファレンスⅠ
【講　師】 介護老人保健施設  寿生苑 言語聴覚士 矢野  彩子 氏
【概　要】 リハビリテーションと
は「生活の質、人生の質を上げて
行けるようには働きかけること」
であり、その一端を言語聴覚士
が担っていることを紹介してい
ただきました。

11/24
【テーマ】 医師のキャリアと地域医療 
 　　 　  ―私の経験を通じて―
【日　時】 平成 29年 11月24日（金）
　　　　 18：00 ～ 19：30
【場　所】 みらい棟 4Fギャラクシー
【講　師】 奥出雲病院 院長 鈴木 賢二 氏
【概　要】 外来診療から入院や手術、
在宅医療まで患者を幅広く全体を見る
ことができるコンパクトな病院の良さ
についてお話いただきました。

12/15
【テーマ】 大規模病院における総合診療の魅力
【日　時】 平成 29年 12月15日（金）18：00～ 19：30
【場　所】 みらい棟 2F共通カンファレンスⅠ
【講　師】 県立中央病院　総合診療科部長　増野 純二　氏
【概　要】 患者さんを全人的に
総合的に診ることを目的とし、
中央病院で行われている総合
診療科の実際についてお話い
ただきました。実際の診療現場
での事例を取り上げ、ドクターG
さながらの講演でした。

10/18
【日　時】 平成 29年 10月18日（水）
【場　所】 みらい棟 2F共通カンファレンスⅠ
【講　師】 島根大学医学部  
　　　　 環境保健医学講座 
　　　　 助教  佐藤  利栄  氏
【概　要】 「This is me.」学生
時代から海外に目を向け、世界
医学生連盟への参加やアジア
医学生連盟東京大会では、実
行委員として、活動された経験
を話していただきました。

11/9
【日　時】 平成 29年 11月9日（木）
【場　所】 みらい棟 2F共通カンファレンスⅠ
【講　師】厚生省医政局　地域医療計画課　医師確保等地域医療対策室
　　　　　  病床機能報告分析支援専門官　伴 正海 氏
【概　要】 「医学生がこれだけは知っておきたい政策とキャリ
ア～これからの医師のキャリ
アパスはこう変わる～」これか
らの医師は患者の日常生活や
地域に根差した町づくりの視
点も備えておく必要があるこ
とを伝えていただきました。

12/18
【日　時】 平成 29年 12月18日（月）
【場　所】 みらい棟 2F共通カンファレンスⅠ
【講　師】 島根大学医学部  腎臓内科学講座  後期研修医  藤井  俊吾 氏
【概　要】 地域枠学生にとって、
義務年限と奨学金は切り離せない
ことではあるが、そのおかげで自分
の将来について考える機会、また出
身地域の行政の方、大学の地域関
係の教官など様々な大人と関わる
機会ができたということなどをお話
ししていただきました。

地域医療セミナー ランチョンセミナー
～自分のキャリアプログラムから学生さんに伝えたい事～
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